
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『やさしくなりたい』 

令和３年５月１２日。令和になって３度目の「緊急事態宣言」が愛知県に発令されまし

た。日本中、世界中、たいへんなことになっています。 

 愛知県でも、たくさんの方が「陽性判定」と診断されたり「濃厚接触者」と判断された

りして、とても苦しくつらい思いをして 

います。お仕事をしたくてもできない人、 

運動や勉強をがんばりたいと思っている子。 

つらい思いの人は、たくさんいます。 

世界中が「ピンチ」です。 

 学校も「ピンチ」です。 

◎運動会が延期になりました。 

◎５年生の山の学習が延期になりました。 

◎学芸会が中止になりました。 

「これをしたい！」と思っていることが 

できないと、心が本当に疲れます。 

そんな毎日が１年以上ずっと続いているのですから、みんな「へとへと」です。 

「ピンチ」だからこそ、それを「チャンス」に替えることはできないか、と思うわけです。 

『苦しいときは、お互い様』・・・東日本大震災に学ぶ 

 ２０１１年、東日本全域を大地震が襲い、多くの方が尊い命を失いました。家を失った

人、財産全てを失った人、放射能汚染でふるさとを失った人。１０年の年月が経っても、

被災された方が心を取り戻すことはできません。ただ、この悲しい出来事でわかったこと

があります。それは、「苦しいときは、おたがいさま」という「思いやりの心」が、日本

を救ってくれたということです。 

いま、『やさしくなれる』チャンス 

やさしくなるチャンスは、どこにでもあります。 

◎「だいじょうぶ？」と、そっと声をかける やさしさ 

◎無理に声をかけず「そっとしておいてあげる」 やさしさ 

◎困っている人に「何かお手伝いしましょうか？」と 働きかける やさしさ 

 一日も早く、この「コロナの苦しい時代」が明けることを、せつに願うばかりです。 

                                    令和３年 5月 
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